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規

則

東
京
都
林
地
開
発
許
可
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
九
十
七
号

東
京
都
林
地
開
発
許
可
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
林
地
開
発
許
可
手
続
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

施
行
規
則
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
書
類
は
、
同
号
の
権
利
を
有
す
る
者
の
記
名
押
印
の
あ
る

も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
」
を
「
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
林
地
開
発
許
可
変
更
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
施
行
規
則
第
四
条
第
二
号
に

規
定
す
る
書
類
を
添
付
す
る
と
き
は
、
当
該
書
類
は
、
同
号
の
権
利
を
有
す
る
者
の
記
名
押
印
の
あ

る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
林
地
開
発
行
為
者
地
位
承
継
届
に
は
、
当
該
地
位
を
承
継
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

（
被
承
継
者
の
意
思
の
確
認
が
必
要
な
書
面
に
あ
っ
て
は
、
当
該
被
承
継
者
の
記
名
押
印
の
あ
る
も

の
に
限
る
。
）
及
び
開
発
行
為
の
施
行
の
妨
げ
と
な
る
権
利
を
有
す
る
者
以
外
の
者
が
承
継
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
権
利
を
有
す
る
者
が
記
名
押
印
し
た
上
で
当
該
承
継
を
認
め
た
書
面
を
添
付
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
申
請
書
等
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
提
出
は
、
正
本
に
、
そ
の
写
し
一
通

を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
添
付
書
類
）

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
書
面
に
は
、
当
該
書
面
の
提
出
者
（
第
二
号
及
び
第
五
号
に
あ
っ
て
は
開
発

行
為
の
施
行
の
妨
げ
と
な
る
権
利
を
有
す
る
者
、
第
七
号
に
あ
っ
て
は
被
承
継
者
又
は
開
発
行
為
の

施
行
の
妨
げ
と
な
る
権
利
を
有
す
る
者
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
印
鑑
証
明
書

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
書
面
の
提
出
者
が
国
若
し
く

は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
又
は
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書

面
に
つ
い
て
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る
印
鑑
証
明
書
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
内
容
に
変
更
が

な
い
場
合
を
除
く
。

一

第
三
条
第
一
項
の
林
地
開
発
許
可
申
請
書
（
別
記
第
一
号
様
式
）

二

第
三
条
第
二
項
の
書
類

三

第
六
条
第
一
項
の
林
地
開
発
許
可
変
更
申
請
書
（
別
記
第
五
号
様
式
）

四

第
六
条
第
二
項
の
林
地
開
発
許
可
変
更
届
（
別
記
第
六
号
様
式
）

五

第
六
条
第
三
項
の
書
類

六

第
七
条
第
一
項
の
林
地
開
発
行
為
者
地
位
承
継
届
（
別
記
第
七
号
様
式
）

七

第
七
条
第
二
項
の
書
面

八

第
九
条
第
一
項
第
四
号
の
林
地
開
発
行
為
廃
止
届
（
別
記
第
十
二
号
様
式
）

別
記
第
一
号
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

３
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
一
号
様
式
注
意
事
項
４
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
１
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
二
号
様
式
注
意
事
項
３
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
「進

ち
ょ
く
率

」
を
「進

捗
率

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事

項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
三
号
様
式
注
意
事
項
４
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
削
り
、
４
を
２
と
し
、
同
様
式
注

意
事
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「第

６
条
第
２
項

」
を
「第

６
条
第
３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１

を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
六
号
様
式
注
意
事
項
５
を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「第

７
条
の

」
を
「第

７
条
第
１
項
の

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
及

び
２
を
削
り
、
３
を
１
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
七
号
様
式
注
意
事
項
４
を
削
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
意
事
項

こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と

し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
九
号
様
式
注
意
事
項
中
４
を
削
り
、
５
を
４
と
す
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「

氏
名

印

」
を
「

氏
名

」
に
、
「
施
工
状
況
」
を
「
施
行
状
況
」
に
、
「進

ち

ょ
く
率

」
を
「進

捗
率

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と
し
、

４
を
３
と
し
、
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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４
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
十
号
様
式
注
意
事
項
５
を
削
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
中
「

氏
名

印

」
を
「

氏

名

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を

１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
十
一
号
様
式
注
意
事
項
４
を
削
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
中
「

氏
名

印

」
を
「

氏

名
㊞

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を

１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
十
二
号
様
式
注
意
事
項
５
を
削
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中
「

氏
名

印

」
を
「

氏

名

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を

１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
十
三
号
様
式
注
意
事
項
４
を
削
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中
「

氏
名

印

」
を
「

氏

名

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を

１
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
こ
の
様
式
（
添
付
す
る
関
係
書
類
等
を
含
む
。
）
の
写
し
１
通
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

別
記
第
十
四
号
様
式
注
意
事
項
３
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
林
地
開
発
許
可
手
続
に
関
す
る
規

則
別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
及
び
第
五
号
様
式
か
ら
第
十
四
号
様
式
ま
で
に
よ
る
用

紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
七
号

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十

四
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
法
第
十
四
条
第
三
項
及
び

第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

被
処
分
者

㈠

名
称

株
式
会
社
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｉ
ｒ
ｏ

㈡

代
表
者
氏
名

佐
々
木

雄
亮

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

中
央
区
新
川
一
丁
目
三
番
三
号

二

処
分
年
月
日

令
和
三
年
七
月
八
日

三

処
分
の
内
容

㈠

業
務
停
止
命
令

令
和
三
年
七
月
九
日
か
ら
同
年
十
月
八
日
ま
で
の
間
（
三
箇
月
間
）
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
通
信
販
売
に
係
る
次
の
業
務
を
停
止
す
る
。

ア

商
品
の
販
売
条
件
に
つ
い
て
広
告
す
る
こ
と
。

イ

商
品
の
売
買
契
約
の
申
込
み
を
受
け
る
こ
と
。

ウ

商
品
の
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

㈡

指
示

ア

業
務
停
止
命
令
を
受
け
る
原
因
と
な
っ
た
違
反
行
為
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
、
調
査
分
析
の

上
検
証
し
、
そ
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
、
業
務
停
止
命
令
の
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
東
京
都
知

事
宛
て
文
書
に
て
報
告
す
る
こ
と
。



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） ４

イ

違
反
行
為
の
再
発
防
止
に
向
け
た
、
再
発
防
止
策
及
び
社

内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、
当
該
再
発
防
止

策
及
び
当
該
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
に
つ
い
て
、
本
件
業

務
停
止
命
令
に
係
る
業
務
を
再
開
す
る
一
箇
月
前
ま
で
に
、

東
京
都
知
事
宛
て
文
書
に
て
報
告
す
る
こ
と
。

四

適
用
条
項

法
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
八
号

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
行

政
処
分
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

被
処
分
者

佐
々
木

雄
亮

二

処
分
年
月
日

令
和
三
年
七
月
八
日

三

処
分
の
内
容

令
和
三
年
七
月
九
日
か
ら
同
年
十
月
八
日
ま
で
の
間
（
三
箇
月

間
）
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
信
販
売
に
係
る
次
の
業
務

を
新
た
に
開
始
す
る
こ
と
（
当
該
業
務
を
営
む
法
人
の
当
該
業
務

を
担
当
す
る
役
員
と
な
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
禁
止
す
る
。

㈠

商
品
の
販
売
条
件
に
つ
い
て
広
告
す
る
こ
と
。

㈡

商
品
の
売
買
契
約
の
申
込
み
を
受
け
る
こ
と
。

㈢

商
品
の
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

四

適
用
条
項

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
九
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
元
年
東
京
都
告
示
第
六
百
五
十
七
号

に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
墨
田
区
堤
通
一
丁

目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

ひ

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

砒
素
及
び
そ

の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

四

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去
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◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
四
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第

四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機

関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
号
及

び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一

号
）
第
十
六
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お

い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）７
◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
四
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
の
二
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国

残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担

当
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
、
廃
止
及
び
休
止
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二
（
中

国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） ８



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）９



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） １０



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）１１



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） １２



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）１３



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） １４



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）１５



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） １６



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）１７



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） １８



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）１９
◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
四
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
（
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い

う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担

当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担
当
す
る
者
を
指
定
し
た
の
で
、
法
第
五

十
五
条
の
三
第
一
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年

厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） ２０



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）２１



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） ２２



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）２３



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） ２４



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）２５



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） ２６



（第17431号）東 京 都 公 報令和3年10月5日（火曜日）２７



令和3年10月5日（火曜日）東 京 都 公 報（第17431号） ２８

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
四
十
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百

十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
に
お
け

る
平
成
二
十
九
年
東
京
都
告
示
第
千
五
百
五
十
八
号
に
よ
る
保
険
に

付
す
べ
き
義
務
は
、
令
和
三
年
十
月
四
日
を
も
っ
て
消
滅
し
た
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

小
笠
原
島
加
入
区

小
笠
原
母
島
加
入
区

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予

定
で
あ
る
の
で
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

三
宅
島
三
宅
村
伊
ケ
谷
三
二
四
番
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。
）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該

立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で

定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面

及
び
関
係
書
類
を
東
京
都
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
及
び
三
宅
村
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条

第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
に
お
け
る

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

二
三
〇
、
三
一
三

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
六
条

第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
に
お
け

る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
う
ち
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
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一
、
五
三
九
、
四
五
三

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
三
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
議
会
議
員
の
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙

権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を

超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に

六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に

あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
区
名

数

千
代
田
区
選
挙
区

１８,１０８

中
央
区
選
挙
区

４６,２５２

港
区
選
挙
区

６７,９３１

新
宿
区
選
挙
区

９２,１４４

文
京
区
選
挙
区

６１,６０７

台
東
区
選
挙
区

５６,６８０

墨
田
区
選
挙
区

７７,４９６

江
東
区
選
挙
区

１３７,４９５

品
川
区
選
挙
区

１１３,４４７

目
黒
区
選
挙
区

７９,０１４

大
田
区
選
挙
区

１７０,０２０

世
田
谷
区
選
挙
区

１９５,９１４

渋
谷
区
選
挙
区

６４,７７７

中
野
区
選
挙
区

９５,０３５

杉
並
区
選
挙
区

１４８,２３８

豊
島
区
選
挙
区

７７,８５５

北
区
選
挙
区

９６,９６５

荒
川
区
選
挙
区

５７,２７８

板
橋
区
選
挙
区

１４５,８９９

練
馬
区
選
挙
区

１７０,１５５

足
立
区
選
挙
区

１６１,８１３

葛
飾
区
選
挙
区

１２７,３２５

江
戸
川
区
選
挙
区

１６０,２４６

八
王
子
市
選
挙
区

１４５,６２１

立
川
市
選
挙
区

５１,６００

武
蔵
野
市
選
挙
区

４１,７０６

三
鷹
市
選
挙
区

５３,２０８

青
梅
市
選
挙
区

３７,６２３

府
中
市
選
挙
区

７２,１５３

昭
島
市
選
挙
区

３１,５４７

町
田
市
選
挙
区

１２０,１０２

小
金
井
市
選
挙
区

３４,６７３

小
平
市
選
挙
区

５３,７２７

日
野
市
選
挙
区

５２,１８１

西
東
京
市
選
挙
区

５７,３４４

西
多
摩
選
挙
区

６８,８６４

南
多
摩
選
挙
区

６７,０９５

北
多
摩
第
一
選
挙
区

８５,８５４

北
多
摩
第
二
選
挙
区

５７,２１０

北
多
摩
第
三
選
挙
区

９０,１６５

北
多
摩
第
四
選
挙
区

５３,８０９

島
部
選
挙
区

６,９８１

公

告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
四
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
を
し
た
の
で
、

同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
及
び
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例

の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三

号
）
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
を
護
る
会

二

代
表
者
の
氏
名

大
橋

武
郎

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

豊
島
区
南
池
袋
二
丁
目
五
番
十
二
号

四

認
定
の
有
効
期
間

令
和
三
年
九
月
七
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
六
日
ま
で

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
渋
谷

二

代
表
者
の
氏
名

久
保
田

文
吾

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
十
八
番
七
号

窪
島
ビ
ル
七
Ｆ

四

認
定
の
有
効
期
間

令
和
三
年
九
月
九
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
八
日
ま
で
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一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
街
ｉ
ｎ
ｇ
本
郷

二

代
表
者
の
氏
名

長
谷
川

大

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

文
京
区
本
郷
四
丁
目
三
十
六
番
五
号

四

認
定
の
有
効
期
間

令
和
三
年
九
月
七
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
六
日
ま
で

都
市
計
画
の
案
に
関
す
る
公
聴
会
の
開
催
の
中
止
に

つ
い
て

令
和
三
年
九
月
一
日
付
け
で
公
告
し
た
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十

三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
及
び
東
京
都
都
市
計
画
公
聴

会
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
東
京
都
規
則
第
百
四
十
号
）
第
二
条
の
規

定
に
基
づ
く
東
京
都
市
計
画
防
災
街
区
整
備
方
針
の
東
京
都
原
案
に

係
る
公
聴
会
に
つ
い
て
は
、
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
た
め
開
催
を

中
止
す
る
。

令
和
三
年
十
月
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

九
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


